
第３８回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 

「日本材料学会主催 高速道路施設を守る点検・診断・モニタリング技術の最前線」 

 議事録（案） 

 

日 時： 平成２８年４月１３日（水） １４：００～１７：００ 

場 所：大阪大学中之島センター 301会議室 

出 席 者： 鎌田会長、葛目幹事、森幹事、永山幹事、服部会員、藤原会員、内田会員、寺澤会員、

吉田会員 

           以上ONDA関係者 9名（順不同、敬称略） 

配布資料：①セミナープログラム 

          ②電磁パルス法によるあと施工アンカーボルト固着部の非破壊評価：宮田氏 

          ③IoT-WSNによる土構造物の健全度診断：小泉先生 

④衝撃による弾性波の特性に着目した PCグラウト充填状況の非破壊評価：服部会員 

 

議 事： 

１．講演内容 

（１）西日本高速道路（株）の宮田氏より、「電磁パルス法によるあと施工アンカーボルト固着部の非

破壊評価」と題して、話題提供があった。電磁パルス法によりアンカーボルトが振動させる物

理現象としては、「電磁ソレノイド」と「電磁誘導」の両者であるとの説明があった。これら

を利用して、樹脂系と金属系のアンカーボルト固着部を非破壊で評価するための指標について、

実験と解析により検討が行われていた。いずれのあと施工アンカでも、波形エネルギーが有効

な評価指標になり得るとのこと。この成果を踏まえて、実構造物での計測事例の紹介も併せて

あった。 

（２）大阪大学の小泉先生より、「IoT-WSNによる土構造物の健全度診断」と題して、話題提供があ

った。豪雨による斜面崩壊を予測する上で、変位ではなく体積含水率に着目することが有効で

あるとの説明があった。その中で、模型斜面を使った実験結果から、体積含水率の上昇率が変

化する「疑似飽和」を迎えた後に崩壊が起こるというプロセスが説明された。また、疑似飽和

以降の体積含水率上昇と斜面変形の関係性評価のために開発された「画像変位診断システム」

について説明があった。この画像変位診断システムの特徴として、ターゲットの設置が不要で

あること、リアルタイム・多点同時計測が可能であることなどが挙げられ、実験結果に基づく

崩壊プロセスから疑似飽和を用いた降雨の規制基準の提案について説明があった。最後に斜面

監視システムの開発について説明があった。開発条件として、多点配置で予測精度の高いこと、

設置・維持管理が簡便であること、多くの斜面を一元監視できることが挙げられ、これを解決

するための技術としてWSN(Wireless Sensor Network)、IoT(Internet of things)に着目した監

視システム「IoT-WSN ver.2013」について説明があった。また、このシステムを用いた観測の

事例として、アンカー工の健全度診断や斜面崩壊監視について説明があった。 

（３）服部会員より、「衝撃による弾性波の特性に着目した PCグラウト充填状況の非破壊評価手法」

と題して、話題提供があった。ポストテンション方式の PC 橋梁において、衝撃弾性波により

グラウト充填状況を評価する手法（機械的入力と磁気的入力の 2つの手法）を検討した。機械

的入力において、表面波を低減する音響信号処理方法を確立して実験を行った結果、検出点間



距離と鋼球径を選定することで、未充填部の検出が可能であることを明らかにした。一方、磁

気的入力において、最適な入力条件を決定して実験を行った結果、グラウトの充填率に対応し

て波形エネルギー比が変化することを明らかにした。同一の供試体で機器的入力と磁気的入力

の両手法を比較検討した結果、磁気的入力の方が機械的入力よりも未充填部の検出能力が高い

結論が得られた。衝撃入力の方向と計測面によって適用性が変化する結果が示され、機械的入

力、磁気的入力の組み合わせにより、検出精度が向上する可能性があるとの説明があった。 

 

５．今後の予定 

  第３９回交流会：未定 

  場所：非破壊検査 株式会社 （予定） 

 

以上 

 

（記録：内田会員、寺澤会員、吉田会員） 


